




○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 3

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 5

四半期連結損益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 5

四半期連結包括利益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………… 7

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 8

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 8

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） ……………………………………………………… 8

（会計方針の変更） ………………………………………………………………………………………………… 8

（会計上の見積りの変更） ………………………………………………………………………………………… 8

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 9

３．その他 …………………………………………………………………………………………………………………… 10

継続企業の前提に関する重要事象等 …………………………………………………………………………………… 10

 

- 1 -

日本社宅サービス株式会社（8945） 平成30年６月期第２四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国際情勢に不安定感はあるものの、雇用や所得環境の改善が

続くなか、各種政策の効果もあり、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。 

 当社グループを取り巻く環境は、企業収益の改善や継続的な人手不足を背景に、社宅管理事務代行事業の市場は

堅調に推移しております。一方、施設総合管理事業は、新築マンションの供給低迷を受け、大手管理会社が積極的

にリプレイス市場へ参入し、顧客基盤獲得のための受注競争は依然として厳しい状況が続いております。 

 そのような環境の中、当社グループは引き続き、①中期経営計画におけるストックビジネスをベースにした継続

的かつ安定的な成長、②お客様にとって価値が更に拡がるような付加価値の高いサービスの創造、③機能分化によ

る意思決定と人材育成の早期化、の３つの戦略に基づき、中長期的な企業価値の向上を目指し、サービスの質を高

め、生産性向上に努める一方で、新規事業・新サービスを積極的に推進し、売上高及び利益の拡大に向けて取り組

んでまいりました。 

 当第2四半期連結累計期間の実績は、売上高38億29百万円（前年同期比2.8％増）、営業利益３億56百万円（同

20.6％減）、経常利益３億85百万円（同15.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は２億44百万円（同

18.3％減）となりました。 

 前年同期比では、全日総管理社及びスリーＳ社の完全子会社化等により売上増となりましたが、利益面では、グ

ループ全体を通して積極的に人材採用を推進したこと、また、前年同期には利益貢献の大きい一過性の売上が社宅

管理事務代行事業、施設総合管理事業の双方にあったことから、第２四半期連結累計期間における利益は前年同期

を下回りましたが、今期の経営計画に対しては順調に推移しており、通期業績予想を達成していく見通しでありま

す。 

なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの見直しを行っております。その内容は、事業の性質及

び中期経営計画による事業展開を踏まえ、新規事業及びその他新サービスを「その他」に区分しました。その結

果、以下の前年同四半期比較については、前年同四半期の数値を変更後の報告セグメント区分に組み替えて比較し

ております。 

 

当第２四半期連結累計期間におけるセグメントの業績は、次のとおりであります。 

 

①社宅管理事務代行事業

 社宅管理事務代行事業においては、企業からのアウトソーシング・ニーズを背景に新規受注による社宅管理件数

は、増加基調で推移しましたが、前期の一時的な付帯収益の影響により、売上高は17億10百万円（前年同期比

4.6％減）、営業利益は３億16百万円（同21.0％減）となりました。なお、社宅アウトソーシングの受注状況は見

通しどおりであります。

 

②施設総合管理事業 

 施設総合管理事業においては、マンション管理組合からの新規受注（リプレイス)や大規模な計画修繕工事が堅

調であったことに加え、完全子会社化した全日総管理社のリフォーム・リノベーション関連売上が寄与した結果、

売上高は19億０百万円（前年同期比7.2％増）となりました。一方で、小規模修繕工事や不動産取引が下期にずれ

たこと等により、営業利益は31百万円(前年同期比23.5％減)となりました。 

 

③その他 

 既存の新サービスに加えてスリーＳ社を完全子会社したことにより、売上高は２億19百万円（前年同期比36.5％

増）、営業利益は６百万円（同58.1％増）となりましたが、新たなサービスの追加投入は、若干遅れて推移してい

ます。 
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（２）財政状態に関する説明 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ９億19百万円増加し、78億34百万円となりま

した。

 流動資産は、前連結会計年度末に比べ51百万円減少し、46億14百万円となりました。これは主に未収入金の減少

１億４百万円、営業立替金の減少85百万円、及び販売用不動産の増加88百万円、売掛金の増加49百万円によるもの

であります。

 固定資産は、前連結会計年度末に比べ９億71百万円増加し、32億19百万円となりました。これは主に株式会社全

日総管理との結合に伴う保有資産の増加及び結合時に発生した、のれんの増加３億25百万円によるものでありま

す。

 当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ70百万円増加し、25億23百万円となりました。

 流動負債は、前連結会計年度末に比べ２億88百万円減少し、16億17百万円となりました。これは主に営業預り金

の減少１億87百万円、前受金の減少89百万円、未払金の減少52百万円、及び買掛金の増加31百万円によるものであ

ります。

 固定負債は、前連結会計年度末に比べ３億59百万円増加し、９億６百万円となりました。これは主に長期借入金

の増加２億61百万円、及び長期繰延税金負債の増加85百万円によるものであります。

 当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ８億49百万円増加し、53億11百万円となりま

した。これは主に資本剰余金の増加４億64百万円、自己株式の処分による増加１億47百万円、利益剰余金の増加１

億17百万円によるものであります。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末より

２百万円減少し、25億65百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と

それらの要因は、次の通りであります。

 

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

 当第２四半期連結累計期間において営業活動により減少した資金は２百万円（前年同期は２億13百万円の資

金の増加）となりました。これは主に営業預り金の減少１億91百万円、前受金の減少１億11百万円及び法人税

等の支払額１億66百万円による資金の減少があったものの、税金等調整前四半期純利益３億87百万円、営業立

替金の減少による増加85百万円によるものであります。

 

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

 当第２四半期連結累計期間において投資活動により増加した資金は69百万円（前年同期は75百万円の資金の

減少）となりました。これは主に固定資産の取得による支出89百万円及び保険積立金の解約による収入１億56

百万円によるものであります。

 

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

 当第２四半期連結累計期間において財務活動により減少した資金は１億40百万円（前年同期は１億９百万円

の資金の減少）となりました。これは主に配当金の支払額１億35百万円及び長期借入金の返済による支出21百

万円によるものであります。

 

 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成30年６月期の連結業績予想につきましては、平成29年８月10日に公表いたしました業績予想から変更はあり

ません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年６月30日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,592,824 2,590,122 

売掛金 227,281 276,341 

営業立替金 1,335,883 1,250,390 

商品 9,638 6,660 

販売用不動産 31,554 120,069 

仕掛品 4,308 6,614 

原材料及び貯蔵品 7,939 10,123 

その他 459,474 357,417 

貸倒引当金 △2,771 △2,844 

流動資産合計 4,666,132 4,614,896 

固定資産    

有形固定資産 131,409 702,998 

無形固定資産    

のれん － 325,851 

その他 191,489 172,356 

無形固定資産合計 191,489 498,207 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,611,422 1,746,591 

その他 394,161 364,017 

貸倒引当金 △80,000 △92,130 

投資その他の資産合計 1,925,584 2,018,478 

固定資産合計 2,248,483 3,219,685 

資産合計 6,914,615 7,834,581 

負債の部    

流動負債    

買掛金 195,353 226,751 

未払法人税等 186,373 152,229 

営業預り金 606,966 419,109 

賞与引当金 33,698 31,136 

役員賞与引当金 27,190 18,351 

その他 856,720 769,946 

流動負債合計 1,906,302 1,617,525 

固定負債    

退職給付に係る負債 183,439 189,210 

長期借入金 － 261,802 

その他 363,168 455,043 

固定負債合計 546,607 906,055 

負債合計 2,452,910 2,523,580 

純資産の部    

株主資本    

資本金 713,216 733,381 

資本剰余金 460,465 924,531 

利益剰余金 2,524,387 2,641,463 

自己株式 △288,688 △141,000 

株主資本合計 3,409,379 4,158,376 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 968,226 1,061,795 

その他の包括利益累計額合計 968,226 1,061,795 

新株予約権 84,100 90,829 

純資産合計 4,461,705 5,311,000 

負債純資産合計 6,914,615 7,834,581 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年７月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年７月１日 
 至 平成29年12月31日) 

売上高 3,726,652 3,829,881 

売上原価 2,876,892 2,966,225 

売上総利益 849,760 863,655 

販売費及び一般管理費 400,346 506,794 

営業利益 449,413 356,861 

営業外収益    

受取利息 781 27 

投資事業組合運用益 228 2,586 

受取手数料 － 31,363 

補助金収入 3,150 2,316 

その他 1,690 5,476 

営業外収益合計 5,851 41,769 

営業外費用    

支払手数料 － 8,460 

その他 335 4,526 

営業外費用合計 335 12,986 

経常利益 454,929 385,644 

特別利益    

固定資産売却益 － 1,229 

投資有価証券売却益 2,600 － 

新株予約権戻入益 995 604 

特別利益合計 3,595 1,833 

特別損失    

固定資産除却損 54 4 

特別損失合計 54 4 

税金等調整前四半期純利益 458,470 387,474 

法人税等 159,359 143,085 

四半期純利益 299,111 244,388 

親会社株主に帰属する四半期純利益 299,111 244,388 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年７月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年７月１日 
 至 平成29年12月31日) 

四半期純利益 299,111 244,388 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △31,310 93,569 

その他の包括利益合計 △31,310 93,569 

四半期包括利益 267,800 337,957 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 267,800 337,957 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年７月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年７月１日 
 至 平成29年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 458,470 387,474 

減価償却費 52,895 50,529 

のれん償却額 － 14,167 

新株予約権戻入益 △995 △604 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △85 172 

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,853 △2,561 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △8,260 △8,839 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △5,683 5,771 

株式報酬費用 18,191 29,618 

受取利息及び受取配当金 △1,616 △1,201 

支払利息 631 2,347 

投資有価証券売却損益（△は益） △2,600 － 

投資事業組合運用損益（△は益） △228 △2,586 

固定資産除却損 54 4 

売上債権の増減額（△は増加） △6,097 △6,313 

仕入債務の増減額（△は減少） △42,981 15,270 

営業立替金の増減額（△は増加） 131,203 85,493 

たな卸資産の増減額（△は増加） 39,223 △72,828 

前受金の増減額（△は減少） △20,307 △111,419 

営業預り金の増減額（△は減少） △166,265 △191,572 

その他 △53,850 △27,460 

小計 389,844 165,460 

利息及び配当金の受取額 1,281 980 

利息の支払額 △631 △2,161 

法人税等の支払額 △177,374 △166,556 

営業活動によるキャッシュ・フロー 213,119 △2,276 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △54,879 △66,527 

無形固定資産の取得による支出 △20,205 △22,932 

投資有価証券の取得による支出 △192 △194 

投資有価証券の売却による収入 5,852 － 

貸付金の回収による収入 － 8,000 

保険積立金の解約による収入 － 156,144 

その他 △5,601 △5,269 

投資活動によるキャッシュ・フロー △75,026 69,220 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） － 11,062 

リース債務の返済による支出 △869 △878 

長期借入金の返済による支出 － △21,920 

株式の発行による収入 36,784 6,995 

配当金の支払額 △145,229 △135,533 

財務活動によるキャッシュ・フロー △109,314 △140,274 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 28,778 △73,330 

現金及び現金同等物の期首残高 2,041,093 2,568,549 

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △12,807 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 1,199 

株式交換による現金及び現金同等物の増加額 － 82,236 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,069,871 ※ 2,565,847 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成29年８月１日付で、当社を株式交換完全親会社、株式会社全日総管理を株式交換完全子会社とする

株式交換を実施いたしました。この結果、当第２四半期連結累計期間においてその他資本剰余金が４億43百万円増

加し、自己株式が１億47百万円減少しております。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更）

 該当事項はありません。 

 

（会計上の見積りの変更）

 該当事項はありません。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成28年７月１日 至 平成28年12月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 合計 
調整額 

(注)１ 

四半期連
結損益計
算書計上

額 
(注)２ 

 
社宅管理
事務代行
事業 

施設総合
管理事業 

売上高            

（1）外部顧客への売上高 1,792,775 1,773,203 160,673 3,726,652 － 3,726,652 

（2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
－ 3,025 30,109 33,135 (33,135) － 

計 1,792,775 1,776,228 190,782 3,759,787 (33,135) 3,726,652 

セグメント利益 400,828 41,437 4,171 446,437 2,976 449,413 

 （注）１．セグメント利益の「調整額」は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年７月１日 至 平成29年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 合計 
調整額 

(注)１ 

四半期連
結損益計
算書計上

額 
(注)２ 

 
社宅管理
事務代行
事業 

施設総合
管理事業 

売上高            

（1）外部顧客への売上高 1,710,473 1,900,294 219,113 3,829,881 － 3,829,881 

（2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
－ 6,216 41,591 47,808 (47,808) － 

計 1,710,473 1,906,511 260,704 3,877,689 (47,808) 3,829,881 

セグメント利益 316,715 31,699 6,596 355,012 1,849 356,861 

 （注）１．セグメント利益の「調整額」は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．第１四半期連結会計期間において、株式会社全日総管理の株式を取得し子会社化したため、前連結

会計年度末に比べ、報告セグメントの資産の金額は、「施設総合管理事業」において985,554千円増

加しております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

 第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの見直しを行っております。その内容は、事業の性質

及び中期経営計画による事業展開を踏まえ、新規事業及びその他新サービスを「その他」に区分いたし

ました。その結果、前年同四半期比較については、前年同四半期の数値を変更後の報告セグメント区分

に組み替えて比較しております。 
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３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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